
　
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野

で
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
教
育
委
員
会
表

彰
式
が
、
1
月
27
日
に
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
市
長
特
別
表
彰
が

４
人
、教
育
委
員
会
表
彰
が
34
人・

６
団
体
、
感
謝
状
が
10
人
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

�

※
敬
称
略
･
順
不
同

　
市
長
特
別
表
彰
受
賞
者

■
種
目
（
部
門
）・
氏
名
・
所
属

◇
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
　

鈴
木
賀が

く久
（
佐
原
小
）

◇
駅
伝　
保
科
琴
音
（
山
田
中
）

◇
カ
ヌ
ー　
八ほ

角す
み
周
平（
佐
原
高
）

◇
馬
術　
林
義
昌
（
北
総
乗
馬
ク

ラ
ブ
）

※
主
に
全
国
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

優
勝
相
当
の
個
人
ま
た
は
団
体
が
受
賞

　
教
育
委
員
会
表
彰
受
賞
者

■
種
目
（
部
門
）・
氏
名
・
所
属

◇
土
砂
災
害
防
止
絵
画　
髙
木
太
輔

（
佐
原
小
）

◇
作
文　

鈴
木
小
百
合
（
佐
原

小
）、
小
川
優ゆ

の乃
（
佐
原
小
）

◇
国
土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー　
小

森
太た

い

之の

祐す
け
（
佐
原
小
）、
城じ

ょ
う

後ご

円ま
ど

香か

（
佐
原
中
）

◇
読
書
感
想
文　
池
田
実み

の
り矩

（
佐

原
小
）、
髙
槗
莉
央
（
神
南
小
）、

横
山
咲
太
朗
（
小
見
川
中
央
小
）、

内
山
龍り

ゅ
う

虎と

（
小
見
川
北
小
）

◇
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当　
佐
々
木
き

な
り
（
佐
原
小
）、
岩い

わ

上か
み

芽め

依い

・

木
内
真
里
・
戸
村
咲さ

く
来ら

・
萩
原
千

夏
（
東
大
戸
小
）

◇
子
ど
も
の
人
権
ポ
ス
タ
ー　
菅

澤
ひ
な
た
（
福
田
小
）

◇
献
血
推
進
ポ
ス
タ
ー　
小
沢
遥

（
栗
源
中
）、
兼
平
情せ

い
ら礼
（
佐
原
白

楊
高
）

◇
俳
句　
吉
江
真
耶
（
佐
原
高
）

◇
親お

や
も
り
う
た

守
詩　
池い

け
谷や

菜な

ゆ由（
八
都
小
）

◇
書
写　
石
井
あ
み
（
佐
原
中
）

◇
合
唱　
合
唱
部
（
佐
原
中
）

◇
陸
上　
▽
１
５
０
０
ｍ
…
白
鳥

優
人
（
佐
原
中
）、
▽
砲
丸
投
げ

…
蜷に

な

川が
わ

佑ゆ
う

佳か

（
佐
原
中
）、
岩
井

圭た
ま

己き

（
佐
原
高
）、
▽
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
…
山
口
智
輝
（
佐
原

高
）、▽
や
り
投
げ
…
林
美
里
（
佐

原
高
）、
▽
５
０
０
０
ｍ
競
歩
…

横
山
ひ
か
り
（
佐
原
高
）、
▽
３

０
０
０
ｍ
障
害
…
萩
原
新あ

ら
た

（
佐
原

白
楊
高
）、
▽
円
盤
投
げ
…
岩
瀬

拓
実
（
小
見
川
高
）

◇
水
泳　
伊
藤
大
貴
（
佐
原
中
）

◇
硬
式
野
球　
奥
村
咲さ

や
花か（
佐
原
中
）

◇
体
操　
橋
本
大
輝
・
椎
名
智と

も

紀き

・

冨
澤
龍り

ゅ
う

清せ
い・石
原
颯は

や
人と

（
佐
原
中
）

◇
カ
ヌ
ー　
實
川
晃こ

う
司し

郎ろ
う
・
諏
訪

智
美
・
髙
橋
星せ

菜な

・
柳
堀
あ
い
り
・

髙
野
真
緒
（
小
見
川
中
）

◇
ボ
ー
ト　
細
川
拓
海
・
髙
橋
和

輝
・
越
川
智
宏
・
佐
藤
輝こ

う
平へ

い
（
小

見
川
高
）

◇
弓
道　
北
川
樹い

つ
き

・
青
野
有
希
・

塚
本
麗う

ら
ら・澤
田
美み

瑞ず

枝え

（
佐
原
高
）

◇
馬
術　

林
美
伽
（
多
古
高
）、

小
牧
加か

矢や

太た（
北
総
乗
馬
ク
ラ
ブ
）

◇
柔
道　
黒
部
健
太
（
木
更
津
総

合
高
）

※
主
に
県
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

優
勝
相
当
の
個
人
ま
た
は
団
体
が
受
賞

◇
功
労
の
部

秋
山
昭
次
、
宮
永
孝
子

※
社
会
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し

た
個
人
ま
た
は
団
体
が
受
賞

　
感
謝
状

越
後
信
一
、
向
後
て
る
、
中
川
忍
、

増
本
勲
、
岸
野
正ま

さ
榮え

、
吉
原
美
知

子
、
岩
立
勝
雄
、
佐
田
徳の

り
史ふ

み
、
吉

野
修
、
鈴
木
礼れ

い
子

教
育
委
員
会
表
彰

�

輝
か
し
い
功
績
を
た
た
え

問
教
育
総
務
課
　
☎
（50）
1
2
2
0

　
地
域
経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、「
住
み
た
い
」「
住

み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的

な
計
画
と
し
て
、
香
取
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

香取市まち･ひと･しごと創生総合戦略を策定
問企画政策課　☎（50）1206

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
法

務
大
臣
よ
り
新
た
に
、
山
村
貞

子
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

山
やまむら

村 貞
てい

子
こ

 氏
（佐原イ）☎（52）2760 問

市
民
活
動
推
進
課
　
☎
（54）
1
1
3
8

　

差
別
や
不
当
な
扱
い
な
ど
、

人
権
上
の
相
談
や
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
市
役
所
で
は
毎
月
、
各
支

所
で
は
奇
数
月
に
相
談
所
を
開

設
す
る
ほ
か
、
電
話
で
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

総合戦略の概要　〜4つの基本目標と主な施策と取り組み〜

2060年に5万2000人程度の
人口維持を目標
　国立社会保障・人口問題研究所（社人
研）によると、当市の人口は現状のままだと
2060年には3万3000人程度にまで減少する
と推計されています。そこで、人口減少に歯
止めをかけるため、総合戦略に掲げた施策を
推進することにより、2060年に5万2000人
程度の人口の維持を目標にしています。

　
詳
し
く
は
企
画
政
策
課
、
市
役

所
・
各
支
所
1
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
期
間　
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
カ
年

■
今
後
の
予
定

　

市
民
、
産
業
界
、
行
政
機
関
、

人口ビジョン

目標1 地域における安定した雇用を創出

○活力に満ち、魅力ある農林畜産業を実現するまち ➡６次産業化による高収益型農業の推進、地域的な特性を持つ農
産物などのブランド化

○企業誘致や創業等への支援 ➡企業誘致事業、中小企業の新規開業資金への支援
○中小企業の活性化支援や商業団体の育成、支援 ➡プレミアム商品券発行、空き店舗対策事業

○市民協働による地域づくり ➡市民協働まちづくり活動事業、地域振興事業

○公共交通の利便性の向上 ➡循環バスの利便性の向上および乗合タクシー運行事業、バスター
ミナルの整備事業

○再生可能エネルギーの利活用 ➡太陽光発電施設整備事業、低炭素社会の創出

目標4 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

○子育て家庭への経済的負担の軽減 ➡不妊治療費、子ども医療費、ひとり親家庭医療費などの助成

○出生率・婚姻率の向上 ➡子育て創生事業（婚活事業）、第３子支援制度（保育料の軽減）、
産科医療体制整備の検討

○地域における子育て支援体制の充実 ➡放課後児童クラブ施設整備事業、ファミリーサポートセンター
事業、地域子育て支援センター事業、幼保一元化施設整備事業

目標3 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境の整備

目標2 定住と香取市への交流・移住を促進
○住環境面からの定住・移住推進体制の整備 ➡空き家バンク事業、住宅団地の開発の検討

○観光資源の連携による回遊性の向上および中心市
街地の活性化

➡香取市版ＤＭＯ（観光づくりプラットフォーム）の設立支援、
千葉・江戸優り佐原観光活性化ファンドによる観光産業の振興、
佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業、宿泊施設の充実
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2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

79,337
76,254

72,898
69,860

66,758
63,437

60,241
57,329

54,713
52,468

82,866
78,003

73,177

68,098

62,924

57,719

52,423

47,260
42,455

37,975
33,817

社人研 出生率上昇＋政策誘導

◇香取市の人口の推移（将来展望）

教
育
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
の
外

部
有
識
者
で
構
成
す
る
「
香
取
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進

会
議
」
が
、
総
合
戦
略
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
検
証
お
よ
び
戦

略
の
見
直
し
提
言
な
ど
を
行
い
ま

す
。
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